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 いかにしてわれわれは幾何学的な概念を心に作り上げるのだ

ろうか。幾何学的対象は、いかにして外界から抽象されうるのか。

そもそも、そのような理念的対象を、心が何らかの仕方で抽象す

ることは可能なのだろうか。あるいは、幾何学における基礎的な

諸概念は、経験的に抽象ないし合成されるものに限られておら

ず、何らかの仕方で、われわれの心のうちに生得的に備わって

いるものなのだろうか。 
 幾何学における諸概念の形成の問題は、哲学の伝統に照らし

て中心的な問題であった。にもかかわらず、現代の哲学におい

て、これまでそれほど活発に議論されてこなかった印象がある。

そこで本発表では、あまり光を当てられてこなかった幾何学の認

知哲学に関して、抽象ないし概念形成という心理プロセスの観

点から考察を試みたい。そこでは、近年の認知科学における研

究を参照しつつ、これまでの伝統的な理論を再考しその限界と

可能性を吟味するとともに、幾何学の認知哲学という分野の今後

の展望と課題について検討する。 
 アリストテレス以来、幾何学的対象の概念形成は、抽象という心

的プロセスによって伝統的に説明されてきた。たとえばカッシー

ラーは、こうした伝統的枠組みが、実体をベースとした抽象によ

る概念形成の説明であるとして整理し、そうした枠組みでは捉え

きれない、近代の数学・論理学における独自の概念形成として、

「関数」があることに着目した(Cassirer, 1910)。他方で、ピアジェ

は、発生的心理学の観点から、人間の幼児期における数学的な

概念形成に関する包括的研究を行った。そこでは、空間や幾何

学の概念形成に関する先駆的研究も行っている(Piaget, 1948)。
これらの研究は、伝統的な枠組みに基づく概念形成の説明の限

界を示し、概念形成の多様なあり方についての理解をもたらした。

とはいえ、それらもすでに古典的な理論となった今、アップデー

トが必要である。ヌーネェスとレイコフらは、認知科学的なアプロ

ーチから、高度な数学的概念も言語的な「概念メタファー」によっ

て形成されるという見方をする(Nunez & Lakoff, 2012)。また、ドゥ

アンヌらは神経生理学・認知心理学の方面から、主に数などの

算術における概念形成の研究を進めている(Dehaene, 1997; 
Dehaene & Brannon, 2011)。ドゥアンヌは、すでに幼児の段階で

初歩的な算術に関する能力を生得的なレベルで備えているとさ

れる。また、動物心理学の観点から、数学の初歩で用いる抽象

的概念の学習が人間に限られるものではないことも、明らかにな

っている。 
 ところで、幾何学的諸概念の抽象はいかにしてなされるのか、

という問題を問う場合、当然ではあるが、抽象ないし概念形成と

は何かということがその前に明らかにされねばならない。とはい

え、哲学史における概念形成に関する伝統的な対立軸が、現代

においてすでに解消されているわけではない。近世以降、概念

の起源をめぐっては、概念ないし観念が経験的にのみ獲得され

るとする経験論（empiricism）と、何らかの仕方で先天的な概念な

いし認識機能を認める生得論（nativism）との対立があった。その

先鞭をつけたのがデカルトであり、アリストテレス・スコラの抽象

による概念形成の理論に対し、生得的観念の直観を主張した。

幾何学に関しては、とりわけ空間的直観が優先的に関わってくる

という伝統的な見方があるが、知覚（ないし感性的直観）と概念と

いうカントが確立した近代的な認識枠組みも、概念形成の問題と

深く関わってくる二項対立である。また、J.S.ミルやフッサールの

『算術の哲学』に見られる心理主義的な概念形成の理論に対し

ては、フレーゲなど論理主義者から批判があった歴史があった。

しかし、驚くべきことに、21 世紀を過ぎた現代においてもなお、こ

れらの対立がすべて完全に解決されたとは言いがたい現状が

あろう。そもそも、「概念」という用語が多義的であるがために議

論が錯綜してしまうので、もはや「概念」という用語を用いるべき

ではないという主張も出てきている(Machery, 2009)。 
 こうして、幾何学的認識の哲学の可能性を問う困難が、その前

提段階にあろう。本発表では、幾何学的概念の形成の問題に焦

点を当てるため、幾何学的対象の存在論に関してはほとんど扱

えないが、幾何学的対象の認識的身分を問題にする以上、その

存在論も当然関わってこよう。 
  現代における認知科学のアプローチを踏まえた幾何学にお

ける概念形成の研究は十分なされておらず、まだ始まったばか

りである（Hohol, 2019）。そこで本発表では、幾何学の認知哲学

について、近年の幾何学に関する認知科学の成果を踏まえつ

つ、発表者のバックグランドである哲学史の観点から反省するこ

とで、その可能性を模索したい。 
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